
『おいしいお餅
　　　にな～れ！』
住吉小と
　老人クラブの
　　ふれあい交流



2015 年を振り返って

　西之表市子育て支援センター「にこにこひろ
ば」がオープン。子育てしやすい環境が整備さ
れました。

　第 53 回市民体育祭で伊関が Aブロック 30 連
覇を達成しました。2016年の結果も楽しみです。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
市
政
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
「
申
年
」
で
す
。「
申
」
で
連
想
す
る
有
名
人
は
戦
国
の
世
で
天
下
統
一
を
果
た
し
た
武
将
「
豊
臣
秀
吉
」

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
織
田
信
長
の
下
で
「
サ
ル
」
の
愛
称
で
可
愛
が
ら
れ
、
戦
場
に
わ
ず
か
１
日
で
城
を
築
い

た
と
い
う
一
夜
城
伝
説
か
ら
見
え
る
秀
吉
の
「
行
動
力
」
の
源
で
あ
る
柔
軟
な
思
考
と
物
事
を
成
し
遂
げ
る
強
い
心

は
、
現
代
に
生
き
る
我
々
も
見
習
う
べ
き
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
私
も
こ
の
「
行
動
力
」
を
も
っ
て
、
本
年
も

市
政
の
舵
取
り
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
ラ
グ
ビ
ー
の
五
郎
丸
歩
選
手
や
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理

学
賞
受
賞
の
大
村
智
教
授
な
ど
、
多
分
野
に
お
い
て
日
本
人
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
、
ま
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給

機
「
こ
う
の
と
り
５
号
機
」
の
打
ち
上
げ
成
功
、
北
陸
新
幹
線
の
開
通
な
ど
明
る
い
話
題
が
あ
る
一
方
で
、
北
関
東

の
鬼
怒
川
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
大
規
模
土
砂
災
害
、
屋
久
島
町
口
永
良
部
島
新
岳
の
爆
発
的
噴
火
な
ど
、
地
球
上
の

い
た
る
と
こ
ろ
で
自
然
災
害
が
発
生
し
、
改
め
て
自
然
の
脅
威
を
感
じ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
、「
第
30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２
０
１
５
」
の
開
催

が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
県
内
の
華
道
家
が
生
け
た
華
や
か
な
作
品
を
展
示
し
た
「
華
道
の
祭
典
in
種
子
島
」
で
は
、

期
間
中
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、総
勢
２
０
０
名
を
超
え
る
合
戦
劇
「
戦
国
鉄
砲
絵
巻
」
な
ど
を
行
っ
た
「
黒

潮
文
化
交
流
の
祭
典
」
も
大
盛
況
の
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。



本年も
　よろしくお願いします

　第 30 回国民文化祭・かごしま 2015 が開催さ
れました。本市のイベントにもたくさんの人が
訪れ、大盛況となりました。

　

ま
た
、
汚
泥
処
理
再
生
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
や
種
子
島
産
婦
人
科
医
院
の
新
設
移
転
に
加
え
、
市
民
会
館
の
大
規
模

改
修
な
ど
、
生
活
の
基
盤
と
な
る
大
型
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
他
に
も
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、
現
在
は
そ
の
運
営
に
力
を
い
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
平
成
28
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
安
倍
政
権
の
目
標
と
し
て
い
る「
地
方
創
生
」と「
一
億
総
活
躍
社
会
」

を
実
現
す
べ
く
、
本
市
が
抱
え
る
課
題
の
解
決
に
向
け
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、
本
市
経
済
を
支
え
る
「
農
業
の
再
生
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
基
幹
作
物
の
さ
と
う
き
び
は
、
近
年
不
作

が
続
き
、
他
の
主
要
作
物
も
前
年
を
下
回
る
反
収
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
効
率
的
で
安
定
的

な
生
産
体
制
の
構
築
を
図
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
を
見
据
え
た
「
儲
か
る
農
業
」、「
攻
め
と
守
り
の
農
業
」
を
目
指
す
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
、
各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
国
が
掲
げ
る
「
農
業
を
成
長
産
業
へ
」
と
導
く
た

め
積
極
的
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
地
域
の
活
性
化
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
榕
城
校
区
以
外
の
各
校
区
に
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
を
配
置
し
、「
地
域
か
ら
元
気
を
！
」
を
合
言
葉
に
地
域
行
事
の
充
実
や
全
国
へ
情
報
発
信
を
行
う
と
も
に
、

Ｉ
タ
ー
ン
者
等
の
定
住
促
進
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
賑
わ
い
と
活
気
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
地

域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
が
集
う
交
流
の
場
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
三
つ
目
は
、「
子
育
て
支
援
と
社
会
保
障
の
充
実
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
は
、
一
朝
一
夕

に
克
服
で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
課
題
先
進
地
と
し
て
こ
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
仕
事
を
し

な
が
ら
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
と
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
な
が
ら
、
適
切
な
医
療
・
福
祉
・
介

護
の
各
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
体
制
を
築
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
年
は
西
之
表
市
の
ま
ち
に
元
気
を
取
り
戻
す
べ
く
具
体
的
な
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

歴
史
・
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
先
人
の
知
恵
に
学
び
、
何
よ
り
も
健
康
で
楽
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
皆
さ
ま
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
西
之
表
市
政
へ
の
変
わ

ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

納
め
方
に
は
、「
特
別
徴
収
」
と
「
普

通
徴
収
」の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上

の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が

該
当
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収

　

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

年
齢
到
達
に
よ
り
資
格
を
取
得
し

た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
、
年
金
額
が

年
18
万
円
未
満
の
方
又
は
介
護
保
険

料
額
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

と
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
な
ど
が
普
通
徴
収
に
該

当
し
ま
す
。

　

期
限
内
の
納
付
の
お
願
い

　

納
付
書
で
納
付
さ
れ
る
方
（
普
通

徴
収
の
方
）
は
、
納
付
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
最
寄
り
の
指
定
金
融
機
関

等
で
、
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

期
限
ま
で
に
納
付
が
な
さ
れ
な
い

場
合
、
納
付
ま
で
の
日
数
に
応
じ
て
、

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
】

　

特
別
な
理
由
が
な
く
保
険
料
を
滞
納

し
た
と
き
に
は
、
通
常
よ
り
有
効
期
限

の
短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
納
が
１
年
以
上
続
き
悪
質

な
場
合
は
、
保
険
証
を
返
し
て
い
た
だ

き
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
資
格
証
明
書

で
病
院
に
か
か
る
と
き
は
、
医
療
費
を

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
制
度
】

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
利

用
者
負
担
は
、
通
常
か
か
っ
た
費
用
の

１
割
ま
た
は
２
割
で
す
が
、
保
険
料
を

滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
給
付
制
限
の
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。

●
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
支
払
い
方
法
の
変
更

（
償
還
払
い
）。
費
用
の
全
額
を
利
用
者

が
い
っ
た
ん
自
己
負
担
し
、
申
請
を
し

て
い
た
だ
い
た
後
に
保
険
給
付
分
（
費

用
の
９
割
ま
た
は
８
割
）
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

●
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・

保
険
給
付
の
一
時
差
し
止
め
。
市
か
ら

払
い
戻
さ
れ
る
は
ず
の
給
付
費
（
９
割

ま
た
は
８
割
相
当
分
）
の
一
部
ま
た
は

全
部
を
、
一
時
的
に
差
し
止
め
る
等
の

措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。
滞
納
が
続
く
場

合
は
、
差
し
止
め
ら
れ
た
額
か
ら
、
保

険
料
が
差
し
引
か
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

●
２
年
以
上
滞
納
す
る
と
・
・
・
利
用

者
負
担
の
引
き
上
げ
・
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
の
支
給
停
止
。
滞
納
期
間
に
応

じ
て
、
利
用
者
負
担
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

等
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

災
害
や
失
業
な
ど
の
事
情
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
お

早
め
に
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
限
を
忘
れ
な
い
た
め
に
！

　

納
付
に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
の
場

合
、
口
座
振
替
が
大
変
便
利
で
す
。

　

各
金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
で
手
続

き
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
預
貯
金
通

帳
と
お
届
印
を
ご
持
参
に
な
り
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
別
徴
収

年
金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上

の
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が

該
当
し
ま
す
。

普
通
徴
収

納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
り
納
め

て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

年
齢
到
達
に
よ
り
資
格
を
取
得
し

た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
、
年
金
額
が

年
18
万
円
未
満
の
方
又
は
介
護
保
険

料
額
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額

と
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１

を
超
え
る
方
な
ど
が
普
通
徴
収
に
該

当
し
ま
す
。

後期高齢者医療保険料
・介護保険料の納付のお願い
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１
．
国
民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
の
概
要

（1）
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
は
、
外
国
人
の
方
を
含
め
て
国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（2）
公
的
年
金
は
社
会
全
体
で
支
え
合
う
世
代

間
扶
養
の
仕
組
み
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

（3）
公
的
年
金
に
は
、
老
齢
年
金
の
ほ
か
、

万
が
一
の
場
合
に
支
給
さ
れ
る
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

（4）
国
民
年
金
で
は
、
受
け
取
る
年
金
額

の
一
部
を
国
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

（5）
公
的
年
金
で
納
め
た
保
険
料
は
、
全

額
、社
会
保
険
料
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

２
．
国
民
年
金
の
加
入
者
と
加
入
の
手
続

　

国
民
年
金
の
加
入
者
は
次
の
３
種
類

に
区
分
さ
れ
、
加
入
の
手
続
は
次
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
第
１
号
被
保
険
者
と
は

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
農
業
者
・
自

営
業
者
・
学
生
・
無
職
の
人
な
ど
で
市

区
町
村
役
場
の
国
民
年
金
の
窓
口
で
加

入
手
続
き
し
、
保
険
料
は
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
ま
す
。

●
第
２
号
被
保
険
者
と
は

　

会
社
員
・
公
務
員
な
ど
で
、
勤
め
て

い
る
会
社
等
が
手
続
き
し
、
保
険
料
は

給
料
か
ら
徴
収
さ
れ
、事
業
主
が
納
め
ま
す
。

●
第
３
号
被
保
険
者
と
は

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
妻
又
は
夫
で
、
配

遇
者
の
勤
め
て
い
る
会
社
等
が
加
入
手
続

き
し
、
保
険
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
２
号
被
保
険
者
全
体
で
負
担
し
ま
す
。

３
．
年
金
手
帳

　

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
終
わ
る

と
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
年
金

手
帳
は
年
金
を
受
け
る
と
き
や
相
談
を

行
う
と
き
の
身
分
確
認
と
し
て
、
大
変

大
切
な
も
の
で
す
。
一
生
使
い
ま
す
の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

４
．
月
々
の
保
険
料

　

平
成
27
年
４
月
分
か
ら
平
成
28
年
３
月

分
の
国
民
年
金
の
月
々
の
保
険
料
は
１
５
，

５
９
０
円
で
す
。
毎
月
の
保
険
料
は
、
翌

月
の
末
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、
銀
行
等
の
金
融

機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
等
の
窓
口
で
現
金
に
よ
る
納
付
の

ほ
か
、
口
座
振
替
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
一
定
期
間
の
保
険
料
を

前
払
い
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ
れ
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
口
座
振
替

に
よ
る
前
払
い
は
、
現
金
で
の
前
払
い
に

比
べ
て
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

５
．
保
険
料
免
除
制
度

　

所
得
が
少
な
い
等
の
理
由
で
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
市

役
所
等
の
国
民
年
金
の
窓
口
で
保
険
料

免
除
等
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
の
た
め
の
学
生
納
付
特
例
制
度

や
30
歳
未
満
の
方
が
利
用
で
き
る
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
（
年
金
受
給
資
格
期
間
へ
の
算
入
は

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
へ
の
反
映
は
あ

り
ま
せ
ん
。）

　

年
金
事
務
所
で
前
年
所
得
な
ど
を
審

査
し
て
承
認
さ
れ
た
場
合
は
、
保
険
料

の
全
額
又
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

４
分
の
１
納
付
、
半
額
納
付
及
び
４

分
の
３
納
付
は
、
一
部
保
険
料
を
納
付

し
な
か
っ
た
場
合
、
一
部
免
除
が
無
効

と
な
り
未
納
と
同
じ
に
な
る
た
め
、
将

来
の
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
に
含
ま
れ

な
い
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
の
時
の
障

害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

６
．
保
険
料
の
追
納

　

全
額
免
除
や
一
部
納
付
な
ど
が
承
認

さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

に
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
（
追
納
）

も
で
き
ま
す
。
追
納
し
た
場
合
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
は
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
場
合
と
同
じ
で
す
。

７
．
国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
年
金
給
付

（1）
老
齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
25
年
以
上
納

め
た
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た
方
に
、

原
則
65
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

（2）
障
害
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
に
初
診
日
が
あ
る

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
り
障
害
等
級
１
級
又
は

２
級
に
該
当
す
る
障
害
の
状
態
に
あ
る
場

合
は
、障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（3）
遺
族
基
礎
年
金

国
民
年
金
に
加
入
中
の
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
そ
の
方
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て

い
た
遺
族
（
子
の
あ
る
配
偶
者
、又
は
子
）

に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
に
は

一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
が
あ
り
、
こ
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

新
成
人
の
皆
さ
ま
に
年
金
制
度
の
ご
案
内
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
８



平成 28 年度
市内保育所の新規入所申込について

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
全
国
的
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
伴
い
、
保
育
所
や

認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
の
仕
組
み
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

新
制
度
で
は
、
保
育
所
・
認
定
こ
ど

も
園
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
、

市
の
認
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
認
定
は
３
つ
の
区
分
と

な
っ
て
お
り
、
認
定
に
応
じ
て
利
用
で

き
る
施
設
が
異
な
り
ま
す
。

　

保
育
の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
福
祉
事
務
所
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

1 号認定
満 3歳以上で就学
前の子ども（2号
認定を除く）

認定こども園
（きりすと・めいろう）
※これまでの幼稚園と同様の利用

2 号認定

満 3歳以上の就学
前の子どもで、保
護者の就労等によ
り、家庭での保育
が困難な者

認定こども園
（きりすと・めいろう）
※これまでの保育園と同様の利用

保育所
（若宮・平和の園・安納
双葉・国上みさき・現
和みどり・住吉さくら）3 号認定

満 3歳未満で、保
護者の就労等によ
り、家庭での保育
が困難な者

　下記の認定区分のうち、2・3号の認定を受ける場
合は、申請する必要があります。

1. 市福祉事務所にて「保育の必要性の認定」及び
　「入園申込」を申請

※西之表幼稚園・榕城幼稚園を利用する場合は、認定
の必要はありません。

2. 市福祉事務所にて認定の審査（2号・3号認定）
　及び各施設との利用調整

①保育の認定にあたっては、保護者が次のいずれかの
事由に該当することが必要です。
　就労、妊娠・出産、疾病・障害、同居親族等の介護・
看護、災害復旧、就学、虐待やDVの恐れがあること。

②保育の必要な時間に応じて、次のどちらかに区分さ
れます。
◆保育標準時間認定による利用
　　1か月あたり 120 時間以上の就労の場合、
　　　　　　　　　　1日最大 11 時間の利用が可能
◆保育短時間認定による利用
　　1か月あたり 120 時間未満の就労の場合、
　　　　　　　　　　1日最大 8時間の利用が可能

3. 利用の開始

保育利用の手続きの流れ

入所希望保育園 受付日 受付場所
若宮保育園
平和の園保育園
安納双葉保育園

1月 27 日（水）
～ 2月 1日（月）

福祉事務所
子育て支援係

窓口

国上みさき保育園
現和みどり保育園
住吉さくら保育園
めいろうこども園
きりすとこども園

2月 2日（火）
～ 2月 5日（金）

　

保
育
の
新
規
申
込
を
右
記
日
程
で
受

け
付
け
ま
す
。
事
前
に
福
祉
事
務
所
に

て
必
要
書
類
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
希
望
者
が
あ
っ
た
場
合

は
、
利
用
調
整
基
準
表
を
も
と
に
調
整
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
必
要
な
書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
必
要
書
類
】

①
認
定
申
請
及
び
入
所
申
込
書
（
児
童

１
人
に
つ
き
１
枚
）

②
就
労
証
明
書
等
（
各
保
護
者
分
）

③
出
産
、
病
気
等
の
特
別
な
理
由
で
入

所
さ
せ
る
場
合
は
、
必
要
に
応
じ
て
書

■問い合わせ先
　市福祉事務所子育て支援係
　℡ 22‐1111 内線 328

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

④
幼
稚
園
等
に
兄
弟
が
入
所
し
て
い
る
場
合

は
、「
在
園
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

⑤
平
成
27
年
１
月
１
日
に
西
之
表
市
に

住
所
が
な
い
方
は
、
平
成
27
年
度
市
県

民
税
所
得
・
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

（
平
成
27
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
を
し

て
い
た
市
町
村
に
て
発
行
さ
れ
ま
す
。）

保
育
料

　

保
育
料
は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ

て
市
が
定
め
ま
す
。
保
育
所
を
利
用
す

る
場
合
は
市
に
、
認
定
こ
ど
も
園
を
利

用
す
る
場
合
は
直
接
施
設
に
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
保
育
料
は
前
年
度
及
び
当
該

年
度
に
課
税
さ
れ
た
住
民
税
を
も
と
に
算

定
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
は
住
民
税
に
よ
る
算

定
と
な
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
９
月
に
見

直
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

育
児
休
業
制
度
の
あ
る
事
務
所
に
勤
務

す
る
保
護
者
及
び
育
児
休
業
制
度
の
な

い
事
業
所
に
勤
務
す
る
保
護
者

　

産
ま
れ
た
子
ど
も
が
１
歳
に
な
る
月

の
末
日
ま
で
、
４
月
１
日
か
ら
上
の
子

ど
も
が
引
き
続
き
保
育
所
や
認
定
こ
ど

も
園
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。



　

本
市
と
西
之
表
市
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
及
び
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

は
、
地
域
の
中
で
支
援
が
必
要
と
思
わ

れ
る
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
障
害
者

や
子
ど
も
の
安
全
等
の
見
守
り
活
動
に

お
い
て
、
相
互
に
協
力
す
る
た
め
、｢

地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
関
す
る

協
力
協
定｣

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

11
月
18
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
た
調

印
式
で
は
、
長
野
市
長
、
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
の
榎
本
道
隆
副
会

長
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
の
汾
陽
俊

一
専
務
理
事
が
協
定
書
に
そ
れ
ぞ
れ
署

　

11
月
18
日
、
本
市
と
鹿
児
島
国
際
大

学
は
「
西
之
表
市
と
鹿
児
島
国
際
大
学

と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
協
定
書
」（
※
）

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
大
学
が
包
括
的

な
連
携
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
資
源
や
機

能
等
の
活
用
を
図
り
な
が
ら
、
幅
広
い

分
野
で
協
力
し
、
地
域
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
鹿
児
島
国
際
大
学
が

得
意
と
す
る
「
地
域
の
振
興
」、「
国
際

化
」、「
健
康
・
福
祉
」
に
つ
い
て
、
重

点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
大
学
の

持
つ
専
門
的
知
識
と
学
生
が
持
つ
若
い

世
代
の
力
を
活
用
し
て
、
本
市
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
西
之
表
市
、
鹿
児
島

相
互
信
用
金
庫
、
鹿
児
島
国
際
大
学
の

三
者
に
お
い
て
「
西
之
表
市
地
域
活
性

化
共
同
事
業
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
学
及
び
相
信
が
持
つ
人

的
資
源
、
技
術
及
び
情
報
を
活
用
し
、

市
の
地
域
活
性
化
に
向
け
た
支
援
や
提

言
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
が
既
に
鹿
児

島
国
際
大
学
を
全
面
的
に
支
援
し
て
い

る
こ
と
を
背
景
に
上
記
協
定
締
結
に
あ

わ
せ
て
、
三
者
に
よ
る
共
同
事
業
を
よ

り
明
確
に
す
べ
く
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
市
で
は
、
産
官
学
の
連
携
に

よ
る
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

（
※
）
本
協
定
は
、
鹿
児
島
国
際
大
学
が

「
地
（
知
）
の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
事
業
（CO

C+

）（
文
科
省
）」
を

活
用
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

名
を
行
い
、
今
後
の
協
力
と
連
携
を
誓

い
、
固
い
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

長
野
市
長
は
、「
今
回
の
協
定
締
結

は
、『
市
民
み
ん
な
で
助
け
合
い
、
支
え

合
う
ま
ち
』
の
実
現
に
大
き
く
寄
与
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
行
政
と
事
業

所
、
関
係
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
の
見
守
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

協
力
内
容
は
、
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
職
員
が
外
訪
活
動
中
に
、
高
齢
者
の

自
宅
等
の
玄
関
や
郵
便
受
け
に
新
聞
や

郵
便
物
が
溜
ま
っ
て
い
る
、
異
常
な
ほ

ど
の
子
供
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
等
の

異
変
に
気
づ
い
た
場
合
、
市
や
民
生
委

員
に
速
や
か
に
情
報
提
供
を
行
い
、
安

否
確
認
や
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
も

の
で
す
。

　

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
で
は
同
様
の

協
定
締
結
を
県
内
各
地
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
西
之
表
市
は
５
例
目
に
な
り
ま

す
。

※
こ
れ
ま
で
の
協
定
締
結
市
町

　

鹿
児
島
市
、
長
島
町
、
中
種
子
町
、

阿
久
根
市

員員はれれややお地地協協印印児児長長

地
域
社
会
の
発
展
に
向
け
て
・
・
・

・
鹿
児
島
国
際
大
学
と
協
定
書
を
締
結

・
鹿
児
島
国
際
大
学
・
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
と
覚
書
書
を
締
結

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
・
・
・

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
・
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
と

「
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
力
協
定
」
を
締
結



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

111111
15

優勝：榕城下方チーム



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

種目 優勝 準優勝 ３位
校区対抗団体 榕城Ａ 国　上 下　西

個
人

小学３年 栁　賢士朗
（榕城）

萩原　涼介
（国上）

春山　公駕
（国上）

小学４年 石山　昴
（下西）

上妻　大心
（下西）

迫田　桜叶
（榕城）

小学５年 伊豆元　優寿
（住吉）

羽生　功生
（榕城）

沖田　楓
（榕城）

小学６年 德永　卓也
（榕城）

奥﨑　大希
（国上）

木原　将人
（住吉）

中学１年 戸川　大夢
（国上）

荒牧　颯和
（榕城）

羽生　健人
（榕城）

中学２年 吉元　倫
（下西）

濱上　大成
（住吉）

日高　航平
（住吉）

中学３年 山本　青空
（住吉）

美坂　健斗
（榕城）

上妻　秀平
（榕城）

一般の部 中村　翔太
（現和）

宮内　一嘉
（安納）

小倉　和喜
（国上）

※１位～ 3位のみ、敬称略　※（  ）内は出場校区

111111
21

111111
29

▲ 15 回出場表彰の美坂さん（下段中右）。
　受賞おめでとうございます。

1212222
13



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

1212222
12

111111
14

11111
28

▲　左：ミシェールさん
　　右：インヤンさん



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

1212222
12

111111
24

111111
20



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

11111
25

11111
14
・15

11111
12

111111
16



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

うずらの卵
（堅ゆで）　　　　………　4個
鶏ささ身（小）  　………　4本
のり　　　　　　………　3cm幅 4枚
かたくり粉　　　………　適量
揚げ油　　　　　………　適量

　醤油　　　　………　大さじ 0.5
　酒　　　　　………　小さじ 1
　みりん　　　………　小さじ 1

①ゆでたうずらの卵は殻をむき、水気をふく。ささ身は筋を除いて片開きにし、包丁の背でたた
いて厚みを平均にし、つけ汁に 1時間つける。
②うずらの卵にのりを巻き、その上に汁けをふいたささ身を巻き、巻き終わりをしっかりと押さ
えてかたくり粉少々をまぶす。
③約 160 度（中温）に熱した揚げ油で揚げ、油をよくきり、冷めたら半分に切って、切り口を上
にして器に盛る。

「
食
べ
よ
う
種
子
島
の
郷
土
料
理
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
・
２
５
８

下
西
小
で
開
催

　
　
「
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開
」



西
之
表
市
ま
ち
づ
く
り
公
社

職
員
及
び
臨
時
的
職
員
募
集

【
業
務
内
容
】

①
総
務
及
び
経
理
等
に
関
す
る
事
務

②
市
街
地
の
植
栽
や
施
設
の
美
化
・
管

理
作
業
等
に
関
す
る
業
務

【
募
集
人
員
】

　

職
員
及
び
臨
時
的
職
員
２
名
程
度

【
資
格
要
件
】
昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
者

【
雇
用
期
間
】
平
成
28
年
４
月
１
日
〜
平

成
29
年
３
月
31
日
（
職
員
は
定
年
制
）

【
勤
務
日
】
週
５
日
（
土
・
日
・
祝
日
休
み
）

【
勤
務
時
間
】
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

【
賃
金
】
公
社
が
定
め
る
額

【
提
出
書
類
】
①
申
請
書
（
公
社
総
務
部
備
付

（
市
民
会
館
管
理
室
））
②
履
歴
書
（
自
筆
、
写

真
添
付
）
③
市
税
の
納
税
証
明
書
（
市
民
生

活
課
発
行
）
又
は
納
税
確
約
書
（
税
務
課
発
行
）

【
受
付
場
所
・
期
間
】
西
之
表
市
民
会
館
管

理
室
・
１
月
22
日
（
金
）
17
時
15
分
ま
で

【
選
考
方
法
】
書
類
選
考
、
作
文
及
び
面
接

等
※
選
考
日
時
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
市
ま
ち
づ
く
り
公
社
総
務
部

　

℡
２
２
‐
１
１
１
６
（
直
通
）

【臨時的雇用者】

【
雇
用
期
間
】

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

【
賃
金
】
市
が
定
め
る
額

【
資
格
】

　

昭
和
26
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
及
び
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者

（1）
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

（2）
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の

執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は
そ
の
執
行
を

受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の
者

（3）
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
後
に
お
い

て
、
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立

し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を

平
成
28
年
度
市
臨
時
的
職
員
募
集

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課
人
事
係　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
０
４

業務又は職種名 担当部署 募集
人数 内線

1 給食センター調理員 教育委員会 5名 23-5661

2 学校用務員 教育委員会 4名 252

3 子育て支援センター
保育士 福祉事務所 2名 328

4 子育て支援センター
事務員 福祉事務所 1名 328

5 登記整理 財産監理課 1名 283

6 庁舎警備 財産監理課 1名 284

7 障害者相談員 福祉事務所 1名 321

8 レセプト点検員 健康保険課 1名 311

9 道路維持補修 建設課 1名 241

10 市民体育館管理人 教育委員会 1名 259

業務又は職種名 担当部署 内線

1 事務補助 総務課 204

2 看護師 総務課 204

3 管理栄養士または栄養士 総務課 204

4 レセプト点検業務 健康保険課 311

【短時間臨時的雇用者（パートタイマー）】

主
張
す
る
政
党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成

し
、
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

（4）
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者

（5）
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
る
者
（
今
後
、

概
ね
１
年
以
内
に
完
納
が
見
込
め
る
者

を
除
く
。）

【
提
出
書
類
】

　

履
歴
書
１
通

　

申
請
書
（
担
当
部
署
備
付
）

【
選
考
方
法
】

　

面
接
及
び
作
文
等

※
短
時
間
臨
時
的
雇
用
者
（
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
書
類
選
考
の

み
と
な
り
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）〜
22
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

※
短
時
間
臨
時
的
雇
用
者
（
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
１

月
22
日
（
金
）
以
降
も
随
時
受
け
付
け

ま
す
。

【
受
付
場
所
】

　

上
表
記
載
の
担
当
部
署
窓
口
に
て
受

付
い
た
し
ま
す
。

※
選
考
日
時
・
場
所
等
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
各
担
当
部
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。



交
通
事
故
・
ケ
ン
カ
・
傷
害
等

に
あ
っ
た
ら
、必
ず
届
け
出
を
！

医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

交
通
事
故
や
傷
害
事
件
等
、
第
三
者

（
加
害
者
）
か
ら
受
け
た
傷
病
に
よ
る
医

療
費
は
、
原
則
と
し
て
加
害
者
が
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。

　

被
保
険
者
証
を
使
っ
て
受
診
す
る
場

合
、
国
保
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
が

負
担
し
た
医
療
費
を
後
で
加
害
者
に
請

求
し
ま
す
の
で
、
必
ず
国
民
健
康
保
険

係
の
窓
口
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
る
前
に
示
談
を
す
る
と
？

示
談
の
取
り
決
め
が
優
先
さ
れ
て
、

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
か
ら
加

害
者
に
請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
財
政
の
健

全
な
運
営
の
た
め
に
も
、
必
ず
示
談
の

前
に
届
け
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
た
、
仕
事
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で
の
診
療

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
労
災
保
険
等

を
使
用
し
て
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま
た
は

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、
印
鑑
・

交
通
事
故
証
明
書
（
後
日
提
出
で
も
可
）

■
届
け
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
健
康
保
険
課 

国
民
健
康
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
１
１
・
３
１
２

　

市
内
商
工
業
者
の
経
営
安
定
を
図

り
、
本
市
商
工
業
の
振
興
に
寄
与
す
る

た
め
、
今
年
度
か
ら
利
子
補
給
補
助
金

を
新
設
し
ま
し
た
（
従
来
の
信
用
保
証

料
補
助
は
終
了
し
ま
し
た)

。
中
小
企

業
の
皆
様
は
、
対
象
要
件
等
を
ご
確
認

の
上
、
利
子
補
給
補
助
金
を
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
※
こ
の
補
助
金
は
予
算
の
範

囲
内
で
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
の
要
件
】

(1)
本
市
に
６
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る

こ
と
。

(2)
商
工
業
者
又
は
創
業
予
定
者
で
あ
る

こ
と
。

(3)
商
工
会
及
び
市
内
金
融
機
関
等
か
ら

経
営
支
援
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

(4)
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

【
対
象
と
な
る
資
金
】

(1)
鹿
児
島
県
中
小
企
業
融
資
制
度

(2)
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
制
度

資
金
（
教
育
一
般
貸
付
及
び
恩
給
・
共

済
年
金
担
保
融
資
は
除
く
。）

(3)
商
工
貯
蓄
共
済
融
資
制
度
資
金
（
積

立
金
の
範
囲
内
の
資
金
は
除
く
。）

※
借
入
期
間
が
１
年
未
満
の
資
金
は
対

象
と
し
ま
せ
ん
。

※
借
換
え
に
当
た
る
資
金
は
対
象
と
し

ま
せ
ん
。

※
補
助
を
す
る
の
は
、
資
金
を
借
り
入

れ
た
初
年
度
の
み
と
し
ま
す
。

【
補
助
金
の
期
間
及
び
補
助
率
】

　

融
資
を
受
け
た
総
額
の
１
％
以
内

（
利
率
が
１
％
未
満
の
時
は
融
資
利
率

が
上
限
）

　

１
事
業
者
へ
の
補
助
額
は
、
20
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

【
補
助
金
の
申
請
期
間
】

受
付
期
間
：
１
月
26
日（
火
）・
27
日（
水
）

受
付
時
間
：
９
時
〜
17
時

受
付
場
所
：
市
役
所
経
済
観
光
課
商
工

政
策
係

※
商
工
会
会
員
の
方
は
、
補
助
金
申
請

及
び
請
求
に
関
す
る
一
切
の
権
限
を
西

之
表
市
商
工
会
長
に
委
任
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
商
工
政
策
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
１

　

西
之
表
市
商
工
会

　

℡
２
３
‐
１
１
４
１

西
之
表
市

商
工
業
振
興
資
金

利
子
補
給
補
助
金

に
つ
い
て

　

よ
り
速
や
か
で
分
か
り
や
す
い
情
報

提
供
を
目
的
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
災
害
の

発
生
状
況
や
防
火
防
災
に
役
立
つ
情
報

の
提
供
、
ま
た
、
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講

習
な
ど
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
（
一
部
抜
粋
）

・
暮
ら
し
に
役
立
つ
防
火
防
災
情
報

・
各
種
講
習
・
試
験
案
内

・
各
種
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

　

利
用
し
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
な

る
よ
う
、
情
報
の
充
実
と
利
便
性
の
向

上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

《アドレス》
http://kumage-119.jp

熊毛地区消防組合
　　　　ホームページ開設

ホホホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
（
一
部
抜
粋
））

・
暮
ら
し
に
役
立
つ
防
火
防
災
情
報

・
各
種
講
習
・
試
験
案
内

・
各
種
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・・
心
肺
蘇
生
法
の
手
順

■問い合わせ先
　西之表消防署　℡ 22‐0119



　

公
的
年
金
制
度
に
は
、
国
民
一
人
一
人

の
生
活
を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ

り
、
国
民
全
員
の
加
入
が
前
提
と
な
っ
て

い
ま
す
。
年
金
制
度
を
正
し
く
理
解
し
て

不
安
を
解
消
し
、
公
的
年
金
を
ベ
ー
ス
に

生
活
へ
の
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
平
成
26

年
度
分
の
納
付
率
は
約
63
％
で
す
が
、
厚

生
年
金
な
ど
を
合
わ
せ
た
公
的
年
金
加
入

者
全
体
の
約
97
％
の
方
が
保
険
料
を
納
付

し
て
い
ま
す
。
実
際
に
保
険
料
を
払
っ
て

い
な
い
方
は
全
体
の
３
％
ほ
ど
で
す
。

　

日
本
の
公
的
年
金
制
度
は
、
納
め
た
保

険
料
に
応
じ
て
年
金
が
支
給
さ
れ
る
社
会

保
険
方
式
な
の
で
、
保
険
料
を
納
め
て
い

な
い
方
が
い
て
も
、
将
来
の
公
的
年
金
財

政
を
揺
る
が
し
、
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る
よ

う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
制
度
で
す
か
ら
、
国
が
存
続
す
る

限
り
破
綻
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

備
え
あ
れ
ば
安
心 

日
本
の
年
金　

①
約
97
％
の
人
が
保
険
料
を
納
付

■問い合わせ先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

■問■問 合い合わせわせ先先
　西之表市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）
　℡ 23‐5225

み
ん
な
で
つ
く
る
介
護
予
防

6,721 万人
国民年金
第 1号被保険者
1,742 万人

国民年金
第 2号被保険者
4,038 万人

国民年金
第 3号被保険者
932 万人

20歳以上 60 歳未満
の農業者・自営業者・
学生・無職の人など

会社員・公務員など

第 2号被保険者に扶
養されている 20 歳以
上 60 歳未満の配偶者
（年収 130 万円未満）

6,712 万人公的年金加入者

保険料を納付している人 約 97％
未納者 224 万人

約 3％未加入者 9万人

〇
保
険
料
の
納
付
状
況
（
平
成
26
年
度
末
）

　

西
之
表
市
で
は
地
域
ぐ
る
み
で
の
介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
12
月
６
日
に

「
地
域
づ
く
り
に
よ
る
介
護
予
防
推
進
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

高
知
県
中
芸
広
域
連
合
保
健
福
祉
課
長
の
「
廣
末
ゆ
か
氏
」
を
講
師
と
し
て
招

き
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
先
進
事

例
や
そ
の
効
果
等
「
み
ん
な
で
つ
く
る
介
護
予
防
」

に
つ
い
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研

修
は
「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」「
住
民
説
明
会
」「
実

技
指
導
」
の
３
部
構
成
で
、
地
域
の
サ
ロ
ン
の
代

表
者
や
地
域
支
え
合
い
推
進
員
等
多
く
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
で
も
こ
の
研
修
会
を
生
か
し
な
が
ら
、

「
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
を
開
始
し
て
い
き

ま
す
。

＊
「
よ
ろ
〜
て
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
と
は

　

歩
い
て
通
え
る
場
所
で
、
地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
、「
よ
ろ
〜
て
元

気
ア
ッ
プ
体
操
」
を
週
１
・
２
回
、
住
民
の
方
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
し

て
い
く
教
室
と
な
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
集
ま
り
、「
元
気
ア
ッ
プ
体
操
」
を
す
る
こ
と
で
体
や
心
が

元
気
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
が
生

ま
れ
ま
す
。

※
地
域
全
体
で
取
り
組
み
高
齢
者
が
元
気
で
い
き
い
き
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
西
之
表
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。



年
頭
の
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
宇
宙
セ
ン
タ
ー
所
長
の

藤
田
で
す
。

　

昨
年
は
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
３
機
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
１
機
の
計
４
機
の
打
上
げ
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
／
Ｂ
ロ

ケ
ッ
ト
は
28
機
連
続
打
上
げ
成
功
を
果
た

し
、
そ
の
成
功
率
は
97
％
と
、
世
界
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
信
頼
性
を
誇
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

特
に
８
月
の
「
こ
う
の
と
り
」
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
海
外
で
の
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
補
給
船
の
失
敗
が

続
く
中
、
２
年
ぶ
り
と
な
る
と
な
る
Ｈ

‐
Ⅱ
Ｂ
５
号
機
の
打
上
げ
を
は
じ
め
、

Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
結
合
ま
で
を
日
本
の
技

術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
見
事
に
成
功
さ

せ
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
11
月
に
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
改

良
開
発
し
た
第
２
段
ロ
ケ
ッ
ト
を
適
用

し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
29
号
機
に
よ

る
カ
ナ
ダ
・
テ
レ
サ
ッ
ト
社
の
「
Ｔ
ｅ

ｌ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
１
２
Ｖ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」

の
打
上
げ
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
日
本

で
初
め
て
の
商
業
静
止
衛
星
打
上
げ
と

な
り
、
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
の
高
さ

が
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
年
も
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
に

よ
る
Ｘ
線
天
文
衛
星
「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ-

Ｈ
」
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
打
ち

上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ-

Ｈ
は
世
界
最
高
性
能

の
Ｘ
線
観
測
装
置
を
搭
載
し
ま
す
。
銀

河
の
仕
組
み
な
ど
天
文
の
分
野
に
多
く

の
新
し
い
発
見
・
知
見
を
も
た
ら
す
こ

と
が
世
界
中
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
の
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
と
な
る
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
中
、
今

後
も
一
つ
一
つ
着
実
に
成
功
を
重
ね
て

い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
ロ
ケ
ッ
ト
打
上
げ
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

つ
い
う
っ
か
り
思
わ
ぬ
事
故
に
繋
が
り
ま
す

製
品
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
！

石
油
ス
ト
ー
ブ
で
死
亡
事
故
が

　
　
　

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
！

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま

就
寝
中
、一
酸
化
炭
素
中
毒
で
死
亡
。

・
こ
ぼ
れ
た
灯
油
に
引
火
し
、
住

宅
を
全
焼
、
一
人
死
亡
。

・
ガ
ソ
リ
ン
を
間
違
え
て
給
油
し

ス
ト
ー
ブ
か
ら
出
火
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

給
油
す
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
就
寝

中
は
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

こ
ま
め
に
換
気
を
し
ま
し
ょ

う
。

ゆ
た
ん
ぽ
で
低
温
や
け
ど
に
注
意

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

・「
低
温
や
け
ど
」
は
、
ゆ
た
ん

ぽ
や
こ
た
つ
の
ほ
か
、
使
い
捨
て

の
カ
イ
ロ
な
ど
で
も
発
生
し
ま

す
。
同
じ
部
位
を
長
時
間
あ
た
た

め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

厚
手
の
タ
オ
ル
や
専
用
カ
バ
ー

な
ど
で
包
ん
で
い
て
も
低
温
や
け

ど
を
負
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
就

寝
前
に
布
団
に
入
れ
た
湯
た
ん
ぽ

は
、
布
団
が
温
ま
っ
た
ら
取
り
出

し
ま
し
ょ
う
。

電
気
ス
ト
ー
ブ
で
火
災
が
発
生

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

　

寝
る
と
き
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
り

ま
し
ょ
う
。
寝
返
り
を
う
っ
た
と

き
な
ど
に
布
団
や
毛
布
な
ど
が
ス

ト
ー
ブ
に
触
れ
る
と
、
ヒ
ー
タ
ー

の
熱
で
火
が
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で
使
用
す

る
の
も
危
険
で
す
。



（
寄
付
者
名
）

（
住
所
）

（
故
人
名
）

芝　

直
継

大
平

芝　

和
弘

中
田　

幸
二

古
田
中
之
町

藤
山　

カ
チ

濱
松　

義
信

浦
田

濱
松　

シ
ヅ

村
井　

幸
一

中
野

村
井　

忠
幸

（
出
生
児
）
（
性
別
）

（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

園
田　

姫ひ
め
か想

女

敏
博

姫
長
香
川
迎

吉
元　

大た
い
し
ん心

男

大
介

知
子

上
石
寺

大
河　

舞ま

お央

女

佑
多

舞
子

朝
日
ヶ
丘

池
畑　

椿つ
ば
き希

女

祐
輔

麻
美

榕
城
中
目

竹
之
内　

旺お
う
す
け典
男

聡
太

知
世

川
迎

今
村　

文あ
や
み美

女

裕
紀

祐
子

上
之
原
町

田
上　

珀は
く
と琥

男

俊
輔

香
織

朝
日
ヶ
丘

日
髙　

芹せ

な虹

男

功
洋

恵
子

納
曽

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3801 4284 8085 3963
上西 245 282 527 284
下西 1083 1237 2320 1174
国上 576 623 1199 613
伊関 196 216 412 208
安納 205 220 425 223
現和 659 672 1331 681
安城 150 169 319 176
立山 59 55 114 58
中割 53 51 104 60
古田 197 234 431 207
住吉 425 509 934 515

［火　災］
 出火件数　 0 件
 うち建物　 0 件
［救　急］
 出動件数　59件
 うち急病　35件

発生件数　21件
死 者　  0 人
負 傷 者　23人

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［人口］
全体 16,201 人（－   15）
男性   7,649 人（－     7）
女性   8,552 人（－     8）

［世帯数］
世帯（－     3）

（　）内の数字は前月比

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

井
元　

ヒ
サ

98

榕
城
中
目

越
智　

美
知
子

65

東
町

田
上　

ノ
ブ

91

深
川

南　

美
千
子

51

柳
原

濵
川　

一
守

81

浜
之
町

押
川　

久
則

88

浜
之
町

有
留　

政
江

99

田
屋
敷

藤
川　

渉

62

鴨
女
町

遠
藤　

メ
イ
子

80

池
野

沖
田　

光
義

60

沖
ヶ
浜
田

野
元　

一
枝

80

中
西

荒
河　

清
美

73

湊

田
上　

亥
年

80

安
城
下
之
町

髙
石　

重
宏

84

国
上
中
目

秋
山　

昭
夫

88

横
山

下
江　

岩
雄

86

柳
原

坂
元　

守

77

平
田

春
田　

勝
雄

82

川
迎

河
野　

連

87

天
神
町

濱
口　

光
代

61

松
畠

（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

石
井　

真
二　
　
　

古
田
中
之
町

　
　

＆

白
河　

智
子　
　
　

奥

長
野　

誠　
　
　
　

松
畠

　
　

＆

古
田　

陽
子　
　
　

浜
脇

（
氏
名
）

（
年
齢
）
（
住
所
）

木
原　

ト
メ

95

武
部

堂
原　

弘
子

82

中
西

曽
木　

和
久
子

61

野
木
之
平

中
原　

久
男

58

古
田
中
之
町

阿
世
知　

時
男

67

西
町



し
ぐ
れ
降
る
師
走
の
空
に
大
隅
と
馬
毛
島
か
け
て
大
き
虹
立
つ

生
き
る
こ
と
生
活
だ
な
と
思
う
日
々
今
日
と
い
う
日
に
あ
り
が
と
う
を

風
も
無
く
飛
ぶ
黒
き
蝶
ゆ
っ
た
り
と
緑
の
木
立
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
舞
う

駒
形
の
ど
ぜ
う
を
食
べ
て
茜
雲
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
も
ほ
の
か
に
染
ま
っ
て

貝
割
菜
食
卓
の
上
で
育
て
ら
れ
み
ど
り
う
す
き
も
サ
ラ
ダ
に
ま
ぜ
る

日
だ
ま
り
の
玄
関
先
の
藪や

ぶ

椿
群
が
る
メ
ジ
ロ
の
お
し
ゃ
べ
り
を
聞
く

棟
に
立
ち
ホ
ー
イ
ホ
ー
イ
と
餅
を
撒
く
銭
は
三
万
六
千
五
百
円

お
ご
そ
か
な
直
な
る
杉
の
大
木
と
旅
人
わ
れ
は
神
宮
に
会
う

大
晦
日
仕
事
納
め
の
餅
を
切
る
し
き
た
り
終
え
し
亡
義
母
思
い
つ
つ

若
き
頃
友
と
奏か

な

で
し
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会
で
聴
き
て
懐
か
し

忙
し
き
嫁
に
代
わ
り
て
餅
を
つ
き
笑
顔
の
感
謝
が
身
に
し
み
て
う
れ
し

窯か
ま

焚た

き
を
終
え
て
メ
タ
ボ
を
横
た
え
る
目
覚
め
て
飲
む
水
五
体
に
染
み
る

街
灯
を
隠
し
て
墓
地
の
立
木
あ
り
陰
刻
写
し
地
主
を
探
す

廃
屋
の
垣
根
の
隅
に
咲
き
誇
る
主

あ
る
じ

を
偲
ぶ
ツ
ワ
ブ
キ
の
花

き
び
畑
ひ
た
す
ら
走
り
宇
宙
駅

寒
い
よ
と
心
の
中
で
叫
ん
で
る

池
田
・
池
浪
三
重
子

古
田
上
之
町
・
江
口　

廣
惠

国
上
中
目
・
榎
本　

孝

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

納
曽
・
河
内　

雅
美

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

住
吉
中
之
町
・
上
妻　

敏
彦

中
西
・
髙
重　

孝
子

小
牧
・
田
上　

那
枝

住
吉
中
之
町
・
中
畠　

茜

わ
ら
び
苑
・
濱
添　

フ
サ

上
能
野
・
福
元　

秀
義

納
曽
・
八
板　

俊
輔

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

中
野
・
鏑
木　

康
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
え
み
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 11 トン 45 トン
56 トン （20％） （80％）
取引額 278 万円 628 万円
906 万円 （31％） （69％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 2,239 190 8,403 625
葉 茎 菜 類 1,045 228 15,539 1,209
果 菜 類 476 114 3,806 1,027
そ の 他 6,703 1,334 7,814 1,168
小 計 10,463 1,866 35,562 4,029

果
物
類

かんきつ類 0 0 4,045 548
果 瓜 類 0 0 38 6
そ の 他 241 205 4,019 772
小 計 241 205 8,102 1,326

鳥卵・加工品等 368 167 996 312

花　類
23,863

543
14,003

613
本 本

青
果
状
況
【
11
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
1
月
の
休
み
》
１
日
・
2
日
・
３
日
・
10
日
・
11
日
・
17
日
・

　
　
　
　
　
　

20
日
・
24
日
・
27
日
・
31
日

　

市
政
の
窓
12
月
号
12
ペ
ー
ジ
「
ま
ち
の
わ
だ
い
」
き
ぼ
う
館
が

上
西
小
学
校
に
き
れ
い
な
花
園
を
造
り
ま
し
た
の
記
事
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
き
ら
い
な
花
が
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
い
。

（
正
）
き
れ
い
な
花
が
い
っ
ぱ
い
で
嬉
し
い
。

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
住
吉
小
学
校
の
餅
つ
き
の
様
子
。
お
正
月
ら

し
い
写
真
に
な
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。
子
供
た
ち
も
と
て
も
楽

し
そ
う
で
し
た
。

　

上
の
４
コ
マ
漫
画
は
今
年
の
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
審
査
会
の

１
コ
マ
。
テ
レ
ビ
で
は
見
事
に
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ

ん
な
に
一
生
懸
命
話
し
た
の
に
・
・
・
。
漫
画
は
昨
年
同
様
、

羽
さ
ん
が
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
は
、
市
役
所
の
テ
レ
ビ
で
も
時
々
流
し
て
い
ま
す
。
30

秒
な
の
で
、
ち
ら
っ
と
見
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。（
俊
）

ん
な
ん
な

羽
さ
羽
ささＣ



　新年明けましておめでとうございます。旧年中は大変お世話になりました。
　地域と共に歩み１６８年。荒木旅館は地元商工団体と連携を図り、商店
街活性化を目的とした複合型温泉施設、種子島温泉「赤尾木の湯」を３月
１日に開業する運びとなりました。地域の皆様方に愛され、来島される方々
にも喜ばれる施設となり、種子島の活性化に寄与出来る様、精一杯努めさ
せていただきます。本年もよろしくお願い申し上げます。

今までも、これからも。
平成28年　元旦

泉質：ナトリウムー炭酸水素塩温泉

2016年3月1日  グランドオープン！

種子島温泉
「赤尾木の湯」
～源泉掛け流し～


